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基
金
の
設
立

国
際
交
流
基
金
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
国
際
的

な
文
化
交
流
を
実
施
す
る
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

よ
う
や
く
八
年
を
過
ぎ
た
比
較
的
若
い
組
織
で
あ
る
。

基
金
が
設
立
さ
れ
る
以
前
の
我
が
国
の
国
際
文
化
交

流
事
業
は
、
外
務
省
、
文
化
庁
な
ど
の
政
府
機
関
の
ほ

か
い
く
つ
か
の
民
間
団
体
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
た

が
、
多
種
多
様
な
国
際
文
化
交
流
事
業
を
全
而
的
に
推

進
し
う
る
よ
う
な
独
自
の
財
政
基
盤
を
も
つ
組
織
は
な

く
、
そ
の
必
要
性
は
広
く
各
界
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

特
に
昭
和
四
十
六
年
に
至
り
、
そ
れ
ま
で
の
日
米
間
の

文
化
交
流
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
の
資
金
に
依
存
し

て
き
た
こ
と
に
反
省
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ

ア
を
中
心
と
す
る
開
発
途
上
国
か
ら
我
が
国
と
の
文
化

交
流
の
拡
充
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
文
化
交
流
の
実

施
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
永
続
性
と
財
政
基

盤
の
安
定
性
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
基
金
の

設
立
の
構
想
が
生
ま
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
度
の
政
府

予
算
で
五

0
億
円
の
基
金
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
年
々

増
額
さ
れ
、
現
在
で
は
四
七
三
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
国

際
交
流
基
金
の
事
業
は
、
こ
の
基
金
の
運
用
か
ら
得
ら

れ
る
運
用
益
、
及
び
主
と
し
て
入
件
費
等
管
理
費
の
た

め
の
外
務
省
か
ら
の
補
助
金
、
並
び
に
広
く
民
間
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
際
交
流
基
金
は
、
我
が
国
に
対
す
る
諸
外
国
の
理

解
を
深
め
、
国
際
相
互
理
解
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、

国
際
友
好
親
善
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
文
化
交
流
事

業
を
効
率
的
に
行
い
、
も
っ
て
世
界
の
文
化
の
向
上
及

び
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
国
際
交
流
基
金
は
次

の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

一
国
際
文
化
交
流
の
目
的
を
も
っ
て
、
適
切
な
人

物
を
海
外
へ
派
遣
し
及
び
海
外
か
ら
招
へ
い
す
る
こ
と
。

二
海
外
の
大
学
等
に
お
け
る
日
本
研
究
及
び
日
本

語
教
育
に
対
し
、
専
門
家
の
派
遣
‘
研
究
費
の
助
成
等

の
方
法
に
よ
り
援
助
又
は
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
。

草

場

宗

春

（
国
際
交
流
基
金
人
物
交
流
部
艮
）

国
際
文
化
交
流
の
現
状
と
課
題

ー
国
際
交
流
基
金
の
あ
ら
ま
し
|
|

じ

三
国
際
文
化
交
流
を
目
的
と
す
る
美
術
品
等
の
展

示
及
び
音
楽
、
演
劇
等
の
公
演
を
実
施
し
又
は
援
助
す

る
こ
と
。

四
我
が
国
の
文
化
を
海
外
に
紹
介
す
る
た
め
、
図

書
、
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
、
レ
コ
ー
ド
等
を
作
成
し
、
収

集
し
又
は
頒
布
す
る
こ
と
。

事
業
の
概
要

＾
人
物
の
交
流
＞

文
化
交
流
は
人
に
始
ま
り
人
に
終
わ
る
と
さ
え
い
わ

れ
て
い
る
。
お
よ
そ
文
化
交
流
を
通
じ
て
国
際
間
の
相

互
理
解
と
精
神
的
連
帯
を
培
う
に
は
、
人
と
人
と
の
心

の
触
れ
合
い
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人

を
海
外
に
派
遣
し
又
は
海
外
か
ら
人
を
招
へ
い
す
る
人

物
交
流
事
業
は
、
国
際
交
流
基
金
の
事
業
の
中
で
も
最

も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

派
遣
事
業
に
は
、
長
期
派
遣
（
数
か
月
以
上
）
と
短

期
派
遣
（
一
か
月
以
内
）
が
あ
る
。
長
期
派
遣
は
、
主

に
発
展
途
上
国
に
お
い
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
あ
た

る
ス
ポ
ー
ツ
専
門
家
、
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
に
お

い
て
共
同
研
究
・
創
作
活
動
を
行
う
学
者
・
芸
術
家
の

派
遣
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
専
門
家
に

つ
い
て
は
、
柔
道
、
空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
操
等

の
専
門
家
を
一
年
以
上
の
任
期
で
派
遣
し
て
い
る
が
、

単
に
指
導
技
術
の
み
な
ら
ず
人
間
的
に
も
優
れ
た
人
が

多
く
、
受
入
国
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
年
々

派
遣
要
請
が
増
大
し
て
い
る
。
短
期
派
遣
に
は
、
海
外

に
お
け
る
日
本
の
文
化
に
関
す
る
講
演
や
国
際
会
議
等

に
参
加
す
る
た
め
の
学
者
等
の
派
遣
と
、
茶
道
、
生
花
、

邦
楽
・
邦
舞
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
公
演
・
解
説
し
、
我
が

―,― 



ジャパンスタイル展を御況になるエリザベス女王

国
際
交
流
基
金
の
資
本
金
は
、
発
足
八
年
目
に
し
て

よ
う
や
く
四
七
三
億
円
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

運
用
益
は
年
間
三
五
億
円
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
補
助

金
及
び
民
間
寄
付
金
を
合
わ
せ
て
も
、
年
間
予
算
は
五

二
億
円
程
度
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
の
文
化
交
流
機
関
に

比
較
し
て
余
り
に
も
少
額
で
あ
る
。
創
設
時
の
目
標
で

あ
る
一
、

0
0
0
億
円
基
金
に
早
期
に
到
達
す
る
よ
う
、

政
府
出
資
の
飛
躍
的
拡
大
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

ど
を
招
へ
い
公
演
し
、
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
る
。
年

間
の
事
業
件
数
は
、
主
催
‘
助
成
を
合
わ
せ
二

0
件
を

越
え
て
い
る
。

＾
図
書
・
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
＞

図
書
を
通
ず
る
文
化
交
流
に
は
永
続
性
と
伝
播
力
か

あ
り
、
波
及
効
果
か
大
き
い
。
基
金
て
は
、
自
ら
の
出

版
事
業
の
ほ
か
、
日
本
関
係
図
書
に
対
す
る
出
版
援
助
‘

外
国
の
大
学
等
に
対
す
る
日
本
関
係
図
薔
の
寄
贈
に
カ

を
注
い
で
い
る
。

ま
た
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ス
ラ
イ
ド
等
視
聴
覚
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
文
化
交
流
に
は
、
広
く
一
般
国
民
に
直
接

働
き
か
け
う
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
基
金
で
は
、
傷

れ
た
文
化
・
教
育
テ
レ
ピ
番
組
を
購
入
し
、
海
外
の
公

共
テ
レ
ビ
局
に
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
我
か
国
の
優
れ

た
劇
映
画
等
を
紹
介
す
る
巡
回
映
画
会
の
開
催
‘
閣
発

途
上
国
に
対
す
る
理
科
教
育
用
教
材
ス
ラ
イ
ド
の
提
供

等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
外
公
館
等
に
基
金
作
成

の
文
化
映
画
‘
外
国
版
に
改
訂
し
た
劇
映
画
等
を
備
え

付
け
、
映
画
会
の
実
施
や
貸
し
出
し
等
に
協
力
を
行
っ

て
い
る
。

--1l--

巡
回
歴
を
世
界
各
地
で
実
施
し
て
い
る
。
五
十
二
年
度

の
パ
リ
に
お
け
る
唐
招
提
寺
展
や
五
十
四
年
度
の
英
国

に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
イ
ル
展
な
ど
は
非
常
な
好
評

を
博
し
た
。
主
催
又
は
助
成
す
る
展
覧
会
は
年
間
二
五

件
ほ
と
に
及
ん
で
い
る
。

公
演
事
業
に
は
、
海
外
公
涼
と
国
内
公
演
と
か
あ
り
、

海
外
公
演
に
は
主
催
事
業
と
民
間
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る

海
外
公
演
に
対
す
る
助
成
事
業
と
か
あ
る
。
分
野
と
し

て
は
、
歌
舞
伎
‘
文
楽
、
能
、
狂
言
、
邦
楽
｛
邦
舞
な

ど
の
伝
統
芸
能
に
限
ら
ず
、
広
く
現
代
の
判
団
、
楽
団
、

舞
踊
団
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
国
内
公

演
は
、
特
に
開
発
途
上
国
の
民
族
芸
能
、
伝
統
音
楽
な

国
文
化
を
紹
介
す
る
巡
回
派
遣
と
が
あ
る
。
文
化
紹
介

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
伝
統
文
化
の
み
な
ら
ず
現
代
の

我
が
国
の
文
化
を
幅
広
く
取
り
上
げ
る
よ
う
配
慮
し
て

い
る
。長

期
、
短
期
合
わ
せ
て
派
遣
者
は
、
毎
年
二
百
名
近

く
と
な
っ
て
い
る
。

招
へ
い
事
業
に
は
、
長
期
招
へ
い
、
短
期
招
へ
い
、

及
び
グ
ル
ー
プ
招
へ
い
の
三
種
類
が
あ
る
。

長
期
招
へ
い
は
、
国
際
交
流
基
金
フ
―
~
一
ロ
ー
シ
ッ
プ

と
い
わ
れ
て
お
り
、
四
か
月
か
ら
一
四
か
月
の
間
、
我

が
国
に
滞
在
し
、
専
門
の
研
究
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ロ
ー
の
研
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

我
が
国
の
古
典
文
学
、
歴
史
、
芸
術
、
考
古
学
を
は
じ

め
と
し
て
、
戦
後
の
政
治
、
社
会
、
経
済
、
教
育
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

短
期
招
へ
い
は
、
学
術
、
芸
術
、
教
育
等
広
い
分
野

に
お
い
て
指
導
的
地
位
に
あ
る
者
を
二
週
間
程
度
招
ヘ

い
し
、
関
係
者
と
の
懇
談
、
我
が
国
の
文
化
事
情
の
視

察
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
ア
ン
ド
レ
，

マ
ル
ロ
ー
元
仏
文
化
大
臣
、
サ
ー
＇
ア
イ
ザ
イ
ヤ
ー
・

バ
ー
リ
ン
英
国
学
士
院
長
な
ど
、
世
界
的
名
声
を
有
す

る
人
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
招
へ
い
の
中
で
最
も
好
評
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
中
・
高
教
員
の
招
へ
い
で
あ
る
。
ア
セ
ア
ン
諸
国

を
は
じ
め
一

0
か
国
か
ら
各
国
十
ー
ニ
十
名
の
中
学
・

高
校
の
教
師
を
招
へ
い
し
、
我
か
国
の
教
育
事
情
を
視

察
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
、
帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
を
通
じ
広
く
我
が
国
へ
の
理
解
を
普
及
せ
し
め
る
な

ど
、
そ
の
効
果
に
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
三
種
顆
の
招
へ
い
事
業
に
よ
り
来
日
す
る
外

国
人
は
毎
年
七
百
名
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

〈
日
本
語
教
育
。
日
本
研
究
＞

言
葉
の
普
及
は
文
化
交
流
の
成
果
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
あ
る
。
ま
た
、
言
葉
の
理
解
な
く
し
て
は
真
の
国
際

的
な
文
化
交
流
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
現
在
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
語
学
習
者
は
、

中
国
の
百
万
入
を
含
め
百
三
十
万
人
を
越
え
て
お
り
、

我
が
国
の
国
際
的
地
位
の
上
昇
と
と
も
に
年
々
増
加
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
語
教
育
熱
の
昂
ま
り
に
対
応
し
、

基
金
は
、
日
本
語
教
育
専
門
家
を
各
国
に
派
遣
し
（
五

十
四
年
度
六
十
三
名
）
、
日
本
語
の
授
業
、
現
地
講
師
の 授業を視察する中・高教員グループ

指
導
等
に
あ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、
現
地
講
師
へ
の
助
成
、

日
本
語
教
材
の
間
発
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
特
に

本
年
度
か
ら
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
を
援
助
す
る

た
め
、
外
務
省
・
文
部
省
と
協
力
し
て
日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
日
本
語
教
師
の
派
遣
、
教
材
の
購
送

等
特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

C

諸
外
国
の
日
本
研
究
は
、
我
が
国
の
古
典
文
学
研
究

等
を
中
心
と
し
た
日
本
学
（
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
イ
）
の
時

代
か
ら
、
今
や
現
代
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
研
究
す

る
日
本
研
究
（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
）
の
時
代

へ
と
移
行
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
研
究
者
は
全
世
界
で
三
干
五
百
名

を
越
え
る
状
況
に
あ
る
が
、
基
金
で
は
諸
外
国
の
大
学

に
お
け
る
日
本
研
究
講
座
に
対
し
、
教
授
の
派
遣
（
五

十
四
年
度
六
十
九
名
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
ヘ
の
助
成
、
研
究
費
支
給
、
博
士
号
取
得
の
た
め

の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、
現
地
講
師
の
招
へ
い
研
修
等
の

諸
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、

基
金
事
務
所
内
に
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
在
日

研
究
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会

の
開
催
‘
図
書
館
の
開
放
等
を
行
っ
て
い
る
。

〈
展
示
。
公
演
〉

基
金
は
、
日
本
人
の
美
意
識
と
生
活
感
情
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
芸
術
や
芸
能
の
世
界
を
通
し
て
、
諸
外
国
と

日
本
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
国
内
国
外
に
お
い

て
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
各
種
の
催
し
物
を
実
施
し
て

い
る
。展

示
事
業
に
は
、
海
外
で
催
さ
れ
る
国
際
美
術
展
へ

我
か
国
の
優
れ
た
芸
術
家
の
参
加
を
行
う
ほ
か
、
伝
統

美
術
、
工
芸
、
版
画
、
現
代
美
術
、
写
真
な
ど
の
海
外

同
時
に
民
間
資
金
の
導
入
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
最

近
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
中
近
東
ス
ポ
ー
ツ
交
流
促

進
特
別
計
画
か
発
足
し
た
か
、
こ
れ
は
民
間
寄
付
金
二

億
五
、

0
0
0
万
円
、
基
金
支
出
二
億
五
、

0
0
0
万

円
で
、
中
近
東
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
別
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
こ
と
の
民
間
資
金
の
導
入
方
法
も
有
効
と
思
わ

れ
る
。国

際
交
流
基
禽
の
事
業
は
既
に
述
へ
た
如
く
、
非
常

に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
で

は
あ
る
か
、
長
期
的
に
み
た
場
合
、
我
か
国
の
文
化
交

流
機
関
の
中
核
と
し
て
、
最
重
点
の
事
業
を
拡
大
・
充

実
し
て
い
く
必
要
か
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
語
の
普
及
て

あ
ろ
う
。
英
米
仏
独
の
海
外
文
化
政
策
の
中
心
も
自
国

語
の
普
及
で
あ
っ
た
。
現
状
で
は
大
学
に
お
け
る
日
本

語
教
育
に
重
点
か
置
か
れ
て
い
る
か
、
今
後
は
中
等
学

校
に
お
い
て
正
規
の
教
育
課
程
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
学
習
の
始
期
を
早
め
る
必
要
か
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
日
本
語
教
師
の

養
成
と
国
ご
と
の
教
材
の
開
発
か
不
可
欠
で
あ
る
。
国

際
交
流
基
金
の
み
な
ら
ず
、
文
化
庁
、
文
部
省
、
外
務

省
等
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
長
期
計
画
を
も
っ
て

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

最
後
に
、
国
際
交
流
基
金
の
海
外
施
設
の
飛
躍
的
拡

充
が
望
ま
れ
る
。
現
在
、
文
化
会
館
の
所
在
地
は
、
ロ

ー
マ
、
ケ
ル
ン
、
シ
ャ
カ
ル
タ
の
わ
ず
か
三
か
所
て
あ

る
。
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
、
各
種
文
化
的
催
し
物
の

会
場
、
広
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
総
合
的
な
機
能
を
有
す

る
文
化
会
館
を
海
外
各
地
に
設
立
し
、
整
備
す
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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定

価

年
間
購
読
料

八

0
円
（
送
料
二
九
円
）

、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

編

集

i

-

0

最
近
、
若
い
人
た
ち
に
伝
統
芸
能
へ
の
関
心

1

一
か
高
ま
っ
て
い
る
。
藤
波
隆
之
氏
も
書
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
と
く
に
文
楽
に
若
者
の
愛
好

者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

長
い
年
月
の
中
で
磨
か
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
は

現
代
の
若
者
に
も
訴
え
る
何
か
を
秘
め
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

0

如
月
青
子
氏
は
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
楽
し

さ
に
つ
い
て
、
人
形
、
義
太
夫
節
、
三
味
線
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
”
魅
力
”
に
つ
い
て
述

べ
て
お
ら
れ
る
か
、
文
楽
鑑
賞
の
手
び
き
と
し

て
参
考
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

我
が
国
の
国
際
文
化
交
流
に
つ
い
て
は
、
つ
と

に
そ
の
充
実
か
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

か
、
国
際
交
流
基
金
に
お
け
る
文
化
交
流
の
現

状
等
を
草
楊
宗
春
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

0
今
月
の
表
紙
は
、
咋
年
国
立
西
洋
美
術
館
か

購
入
し
た
ナ
テ
ィ
エ
の
作
品
を
紹
介
し
た
。(

O

)
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